
株主の皆さまへ
第160期  中間報告書
2007年1月1日から2007年6月30日まで
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財務トピックス

　当中間期の売上高は、ガス販売量の増加などにより、前年同期に比べ16.6％増の459億円となりました。一方、原料価格の

上昇により売上原価が増加したことなどから、営業利益は30.0％減の46億円、経常利益は30.3％減の45億円、中間純利益は

33.5％減の25億円となりました。

売上高

459億円

（＋16.6％）

営業利益

46億円

（△30.0％）

経常利益

45億円

（△30.3％）

中間純利益

25億円

（△33.5％）

自己資本比率

39.9％

1株当たり
中間純利益

33.98円

※ （　　）内は対前年同期増減率

1株当たり配当金
（中間期末）

4.00円

（2007年6月中間期）
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社長インタビュー

　本年1月より本格的に稼動し始めたエリア営業体制

は、順調に活動を進めています。エリア営業体制のひと

つとして、「エネリア静岡ショールーム」の活用があり

ます。ショールームは、本当のガスの良さを体感してい

ただくために大変重要な機能を持っていると位置付け

ています。実際に触れて体感していただければ、ガスの

良さは必ずお客さまに伝わるというのが私たちの信念

です。昨年11月のオープン以来、ショールームでは多

くのお客さまが、床暖房やミストサウナ、ピピッとコン

ロといった商品を実際に体感され、ご好評をいただい

ています。現状は、ハウスメーカーや工務店といった建

築関係の方々のご利用が多くなっていますが、今後は、

供給エリア内の12のエネリア各店が展開する「ふれ

あい巡回」により、エンドユーザーであるご家庭の皆さ

代表取締役社長  岩崎清悟

Q1  当中間期の営業概況についてお教えください

Q2
   今後の事業戦略の中心となる「エリア営業体制」の

　　 近況についてお教えください

当社の掲げる「ガスのある豊かで快適な暮らし」を実

現するために、ショールームを活用し、「ふれあい巡回」

を中心とする「エリア営業体制」を進めていきます。

　ガス販売量につきましては、引き続き好調な成績を

収めることができました。当中間期のガス販売量は、

家庭用をはじめ民生用が暖冬の影響により不振でし

たが、大口産業用で既存顧客の稼動や新規開拓が好調

に推移したため、前年同期に比べ28.7％増加の470

百万m3となりました。一方で、原料価格の高騰が、業績

に悪い影響を与えておりますが、当社は短期的な視点

にとどまらず中長期的に利益を伸ばしていくことを経

営目標に努力していきます。

「ガスのある豊かで快適な暮らし」を
お届けするために
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　私たちがお客さまにお伝えしたい「ガスのある豊か

で快適な暮らし」とは「安心・安全」、「エコロジー」、「快

適」という3つの要素が1つになって初めて実現でき

ると考えています。

　まず「安心・安全」という点では、ガスに不安感を持っ

ていらっしゃるお客さまに最新ガス機器の安全性能や

正しい使い方をお伝えし、安心してご使用いただくこ

とが大切だと考えています。また「エコロジー」につい

ては、クリーンエネルギー天然ガスをエネルギーロス

のないパイプラインでお届けしているという都市ガス

本来の優位性に加え、高効率な機器の普及により、ご使

用時の省エネの促進を図っていきます。さらに「快適」

については、利便性の高いガスコンロなどの調理機器

をはじめ、床暖房やミストサウナなどガスを使った新

しい生活文化をお伝えし、心地よい暮らしづくりをお

手伝いしていきたいと考えています。このようにガス

エネルギーによって「安心・安全」、「エコロジー」、「快

適」が1つに調和し、皆さまに「豊かで快適な暮らし」を

提供することを私たちは目指しています。

■ ガスのある暮らしがお届けするもの

Q3  

 「ガスのある豊かで快適な暮らし」とはどのようなこ

となのでしょうか。またキーワードの「安心・安全」、

「エコロジー」、「快適」とは何でしょうか

快適

エコロジー 安心・安全

豊かさ

まが数多くご来場されるよう努めていきます。このた

め、富士と東部の各支社にも静岡支社と同様な体感型

ショールームを年内にオープンする予定です。

　当社には、民生用から産業用に至る広範な用途への

エネルギー供給はもとより、クリーンな天然ガスによ

る「豊かで快適な暮らし」を提供していくという重要な

役割があります。人類の歴史と切っても切れない「火の

文化」を絶やしてはならないという強い思いがあるか

らです。

　また、今後もガスエネルギーの需要は順調に拡大す

ると考えていますが、一方で原料価格の高騰が、業績に

与える影響が大きいことも事実です。原料価格の高騰

に対しては、将来を見据えた取り組みにより、安定した

経営の維持に努めていきたいと考えています。厳しい

経営環境ではありますが、株主の皆さまにおかれまし

ては今後ともご理解とご支援を賜りますようお願い申

しあげます。

Q4  最後に株主の皆さまへメッセージをお願いします
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　皆さんは、ガスについてどのようなイメージをお持ちで

すか。ガスは、コンロや給湯だけに使われているものでは

ありません。日常に潤いを与える床暖房やミストサウナか

ら発電まで、人々の暮らしを豊かにするさまざまなシーン

で利用されているのです。

　安全と安心をモットーに、環境にやさしく、快適な暮らし

をガスはサポートしています。

特 集

ガスで快適な暮らし
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ガスコンロ 電気

ミストサウナ 床暖房

　ガスは毎日の生活に欠かせない身近なエネルギーとして、多

くのご家庭で使われています。

　キッチンでは、ガスコンロをはじめ、オーブンや炊飯器など

を通して、充実した食生活を支え、浴室では給湯はもとより、ミ

ストサウナ付き浴室暖房乾燥機などが生活に潤いを与えます。

リビングでは、ガス温水式床暖房などが温かな家族団らんの演

出をお手伝いします。

　また、ガスで発電・給湯・暖房の三役をこなす「エコウィル」

や、省エネ高効率ガス給湯器「エコジョーズ」など、環境や家計

にやさしいガス機器もご用意しています。

こんなところにもガス

エネリア静岡ショールー

ムでは、ガス機器の専門

知識を持つショールーム

アドバイザーが、お客さま

のあらゆるご相談にお答

えします。
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　霧状にしたお湯を温風とともに浴室内に噴霧するミストサウナ。体を芯から温め、肌

の水分量をアップさせ、美容・健康・リラクゼーションに効果的です。

　愛情のこもった料理を大切な家族とともに食べる、これこそ豊かな暮らしといえるの

ではないでしょうか。そんな料理を作るのに炎のチカラは欠かせません。「ピピッとコン

ロ」の便利で安全に配慮した機能を使って、ガスで料理する楽しさを感じてください。

　細かなミストの粒子が肌

を潤わせるので、水分量も

アップし、キメが整います。

さらに毛穴が開いて汚れや

老廃物もキレイに洗い流し

ます。顔はもとより、腕や

足など全身に効果的です。

美容

　温かいミストが全身を包

んで体を芯から温めるので、

短時間でも充分に発汗でき

湯冷めもしにくくなります。

サウナの息苦しさが苦手と

いう方でもしっとりしたミ

ストで潤うので刺激が少な

く体にもやさしいのです。

健康

　利用者の方から心身とも

にリラックスできるという

声も多く、しっかり温まる

ので全身の筋肉がほぐれ、

寝つきもよくなります。ま

た、ストレスホルモンが低

下するというデータもあり

ます。

リラクゼーション
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　ピピッとコンロで楽しくお料理

　ミストサウナでリフレッシュ

　揚げ物のときは設定温度の油温を自

動で保ち、天ぷらはさっくりホクホク。

火力調節の面倒なご飯やおかゆもコン

ロにおまかせ。さらに、湯沸しのときは

沸騰後に弱火で保温、その後自動消火す

ることもできます。

　コンロ・グリルの両方で消火時間を設

定できます。パスタをゆでたり、長時間

煮込んだりするときに大活躍。グリルで

焼き過ぎる心配もありません。

　使用中にゴトクから鍋を外すと火を

弱め、そのまま使用しないと1分後に自

動消火。調理中の鍋の移動時や、移動後

の消し忘れにも安心です。また鍋のない

状態では点火しません。

　安全面と調理面を音声でサポート。使

用状態や使用モードが終了した時、また

安全機能が作動した際に音声でお知ら

せします。
※ 「ピピッとコンロ」は東京ガス（株）の登録商標です。

※ 機種によっては、搭載機能が異なります。

●鍋なし検知機能

●音声ガイド機能

●温度調節機能

●調理タイマー機能
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■■ 天然ガスはクリーンなエネルギー

■■ 「もったいない」がありません

天
然
ガ
ス 

排
熱 

給湯 

電気 

暖房 

給
湯
・
暖
房 

発 
 

電 

　家庭用ガスコージェネレーションシ

ステム「エコウィル」は約85％のエネ

ルギー利用率を実現。また、省エネ高

効率ガス給湯器「エコジョーズ」も廃熱

の再利用で約95％の給湯熱効率を実

現しています。だから、エネルギーの

「もったいない」がありません。
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ガスでエコロジーな暮らし

　静岡ガスでは、次世代のエネルギーとして大きな期待を寄せられている燃料電池の実用化に向け

た取り組みも行っています。燃料電池は、天然ガスなどから水素を取り出して空気中の酸素と化学反

応させることで発電し、そのときに発生する熱を利用して給湯や暖房を行うシステムです。現在は、

実証試験のほか、メーカーと共同で1kW家庭用燃料電池の開発も進めています。

ちょっと未来のエコなこと～家庭用燃料電池の普及に向けて～

　静岡ガスがお届けする都市ガスの原料は天然ガスです。天然ガスは地球温暖化の原因となるCO2（二酸化炭素）や、大気汚染の

原因となるNOx（窒素酸化物）の発生量が石油や石炭に比べて低く、酸性雨の原因となるSOx（硫黄酸化物）が発生しません。

SOx

0 20 40 60 80 100

石炭 

石油 

天然ガス 

100

68

0

NOx

0 20 40 60 80 100

石炭 

石油 

天然ガス 

100

71

20~37

CO2

0 20 40 60 80 100

石炭 

石油 

天然ガス 

100

80

57

SOx

0 20 40 60 80 100

石炭 

石油 

天然ガス 

100

68

0

NOx

0 20 40 60 80 100

石炭 

石油 

天然ガス 

100

71

20~37

CO2

0 20 40 60 80 100

石炭 

石油 

天然ガス 

100

80

57

出典：「都市ガス事業の現況2006」（社）日本ガス協会

■ 石炭を100とした場合の排出比
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いかがでしたか？知っているようで知らない身近なガスのこと、ご理解いただけたでしょうか？

静岡ガスでは、より安全に、そして安心して、ガスのある豊かで快適な暮らしを送っていただくこ

とができるように今後も努めてまいります。

ガスで安心・安全な暮らし

　「ガスは危険」と思っている方もいらっしゃるようですが、静岡ガスではさまざまな安全に対する取り組みを行っています。今

回は、地震に対するご家庭での安全対策をご紹介します。

　万一のガス漏れの他、火災や不

完全燃焼を検知する機能を備え

た警報機もあります。

　柔軟で耐久性に優れたポリエチレン管の高い耐震性は、兵庫県

南部地震や新潟県中越地震の際に証明されました。家の中では高

い柔軟性を持つフレキシブル管が使われるようになっています。

静岡ガスでは、これらの耐震性に優れたガス管の普及に力を入れ

ています。

　 ガスのインフラ整備は大丈夫？ 　 日頃の備えでできることは？

　地震の際、一番大切なのは自分の身を守ること。ガス機器のこ

とはマイコンメーターにお任せください。震度5弱相当以上の揺

れを感知すると、お客さまに代わってガスの供給を停止します。

　機器本体がおよそ震度4以上の

揺れを感知すると自動消火するガ

スコンロも登場しました。

　 大きな地震のとき、ガスは安全？ 　 火を使っていたら、どうしよう？

   マイコンメーター

    ガス警報器

   ガスコンロ

   ガス管

グラッときたらまず身を

守ってください。できる範

囲で近くの器具栓やガス

栓を閉めてください。

揺れがおさまったら、閉め

られなかった器具栓、ガス

栓を閉めてください。

ガス漏れに気づいたら、窓

やドアを開けてまず換気

してください。電気器具を

使わず、メーターガス栓を

閉めて、すぐお近くのガス

会社へ連絡してください。

グラッときたら
～ガス防災の心得～

1

2

3

ポリエチレン管 フレキシブル管

Q Q

QQ
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トピックス

　2006年4月に着手した清水LNG袖師基地の第3

号LNGタンク建設工事は順調に進捗し、地下式タンク

を建設するための掘削工事が2007年4月に無事完了

しました。

　タンクは高い耐震性を誇り、地下式なので万一亀裂

などが生じてもLNGが地上に漏れ出すことはありま

せん。

　第3号LNGタンクは地下37mまで掘削する必要が

あります。地盤改良工事の後、タンク内部を掘削するた

めにコンクリート製の円筒型の壁を建設、今年に入り、

タンク内部の掘削工事に取り掛かり、2007年4月に

無事完了しました。

　2010年からの運用を目指し、2007年5月からは

タンク本体の組み立て工事が行われています。

視覚障害者の皆さんが

ピピッとコンロを体験

工事は順調に進捗

掘削工事が完了

地上より10ｍまで掘削

　2007年4月に「静岡中途視覚障害者の会・かがやき

の会」（宮原良明会長）の学習会としてピピッとコンロ

を使った調理体験が行われました。

　視覚障害をお持ちの方にも使いやすいピピッとコ

ンロの便利な機能（音声ガイド機能、鍋なし検知機能、

オートグリル機能）を実際に使いながら、「桜えびご飯」

と「サバのニラソース」を作り、試食と意見交換を行い

ました。

　日頃から自分で調理されている方も多く、その包丁

さばきは見事。担当した当社スタッフも、皆さんの楽

しそうな笑顔から勇気を分けてもらいました。参加者

の方からは「やればできるという自信を持つとともに、

ガスコンロが安全で身近なものだったことを知りまし

た」との声もいただきました。

香ばしいかおりのする「桜えびご飯」

～第3号LNGタンク建設工事進捗状況～ ～最新式ガスコンロでもっと日常生活を楽しめる～

掘り上がった第3号LNGタンク

ニラのみじん切りに挑戦
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沼津市立病院エネルギー棟

沼津市立病院の

ESCO事業が稼動

　2007年4月より、沼津市立病院のESCO（エスコ

Energy Service Company ）事業が稼動を開始しま

した。これは、当社が代表を務める企業グループの提案

が採用されたもので、当社としては民生用初のESCO

事業となります。

　ESCO事業者は、お客さまの工場やビルの省エネ

ルギー診断を行い、実現に必要な設備の設計・設置、運

転管理からメンテナンス、事業資金の調達まで包括的

なサービスを提供します。その結果得られる省エネル

ギー効果を保証し、お客さまの省エネルギー効果の一

部を利益として受け取ります。今回のESCO事業の

サービス期間は7年で、年間約20％の省エネルギーと

CO2削減を計画しています。

カメラ型カラー画像

記録装置を開発

　当社が中心となって西部ガス（株）、（株）金門製作所

と共同開発した「カメラ型カラー画像記録装置」が、

2007年度（社）日本ガス協会の技術賞を受賞しました。

　お客さまに最適なエネルギーシステムを提案するた

めには、ガスをはじめ、水、電力、熱などの使用状況を分

析する必要があり、これまでの計測では、目視や高価な

装置を使用するなど、要員の確保や設置上の制約、高い

コスト負担など、多くの課題を抱えていました。デジタ

ルカメラを内蔵した本器は、従来の計測装置に比べコ

ンパクトで設置が容易な上、価格も低く抑えられてい

ます。

　ガス事業者による計器類の指針の記録の他にも、大

学や高校での観察実験に利用されるなど、その汎用性

の高さも評価されています。

植物の観察などにも汎用が可能

～省エネルギーとCO2削減を実現～ ～（社）日本ガス協会技術賞を受賞～

沼津市立病院

メーターの指針を自動的に記録



売上高流動負債固定負債有形固定資産

11

連結財務諸表（要旨）

中間連結貸借対照表

（単位：百万円）

 当中間期 前期
 （2007年6月30日現在） （2006年12月31日現在）

（負債の部）

固定負債 43,462 42,821

流動負債 21,505 22,401

引当金 304 428

負債合計 65,272 65,651

（純資産の部）

株主資本 40,845 38,563

評価・換算差額等 5,961 5,672

少数株主持分 5,238 4,868

純資産合計 52,045 49,104

負債純資産合計 117,318 114,755

76,027 75,732

当中間期 前期 

（単位：百万円） 
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（単位：百万円） 

0

6,000

12,000
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当中間期 前中間期 

（単位：百万円） 

0

2,500
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10,000

△5,970

△428

当中間期 前中間期 
（単位：百万円） 

-6,000

-4,000

-2,000

0

△5,461

△7,346

当中間期 前中間期 
（単位：百万円） 

-10,000

-7,500

-5,000

-2,500

0

1point

袖師基地における「第3号LNG

タンク（2009年末完成予定）」

など、今後の天然ガス拡販に向

けた設備投資を行う一方で、既

存設備の償却が進みました。

2point

既存の借入金返済が進む一方

で、新たな設備資金の借入れを

実施しました。

3point
原料仕入に係る買掛金が増加し

ましたが、設備工事に係る未払

金や未払法人税等などが減少し

ました。

4point

工業用や卸売のガス販売量の増

加などにより増収となりました。

（単位：百万円）

 当中間期 前期
 （2007年6月30日現在） （2006年12月31日現在）

（資産の部）

固定資産 93,710 93,205

　有形固定資産 75,732 76,027

　無形固定資産 1,722 1,317

　投資その他の資産 16,254 15,860

流動資産 23,211 20,983

　　現金及び預金 9,382 8,075

　　受取手形及び売掛金 6,874 6,830

　　たな卸資産 3,863 3,852

　　その他 3,091 2,225

繰延資産 396 565

資産合計 117,318 114,755

1
2
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3



12

中間連結損益計算書

（単位：百万円）

 当中間期 前中間期
 （2007年  1月  1日～ （2006年  1月  1日～
 2007年  6月30日） 2006年  6月30日）

売上高 45,938 39,402

　売上原価 29,959 21,882

売上総利益 15,979 17,520

　供給販売費及び一般管理費 11,280 10,808

営業利益 4,698 6,711

　営業外収益 303 241

　営業外費用 453 429

経常利益 4,549 6,523

　特別利益 189 137

税金等調整前中間純利益 4,738 6,660

　法人税、住民税及び事業税 1,538 2,293

　法人税等調整額 241 67

　少数株主利益 370 410

中間純利益 2,587 3,888

4
5

6

（単位：百万円）

 当中間期 前中間期
 （2007年  1月  1日～ （2006年  1月  1日～
 2007年  6月30日） 2006年  6月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,082 8,934

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,346 △5,461

財務活動によるキャッシュ・フロー △428 △5,970

現金及び現金同等物の増減（△）額 1,307 △2,497

現金及び現金同等物の期首残高 8,021 8,572

現金及び現金同等物の中間期末残高 9,328 6,074 

中間連結キャッシュ・フロー計算書

7

8

売上原価

5point

ガス販売量の増加に加え、原料

価格が上昇したことなどにより

増加しました。
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営業活動によるキャッシュ・フロー
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原料高騰などにより税金等調

整前中間純利益が減少した一方

で、原料の仕入債務の増加や消

費税の還付などがありました。
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財務活動によるキャッシュ・フロー
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前中間期には大きな設備資金調

達がなかった一方で、当中間期

には「第3号LNGタンク」をは

じめとする設備資金の借入れを

実施しました。
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投資活動によるキャッシュ・フロー

7point

今後の天然ガス拡販に向けて、

「第3号LNGタンク」をはじめ

とする設備投資を行いました。
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（単位：百万円）

株主資本 評価・換算
差額等 少数株主持分 純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前期末残高 6,279 4,098 28,207 △22 38,563 5,672 4,868 49,104

当中間期変動額

　剰余金の配当 △304 △304 △304

　中間純利益 2,587 2,587 2,587

　自己株式の取得 △0 △0 △0

　株主資本以外の項目の
　当中間期変動額（純額）

288 369 658

当中間期変動額合計 — — 2,283 △0 2,282 288 369 2,940
当中間期末残高 6,279 4,098 30,490 △23 40,845 5,961 5,238 52,045

中間連結株主資本等変動計算書

当中間期（2007年1月1日～2007年6月30日）

（単位：百万円）

株主資本 評価・換算
差額等 少数株主持分 純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前期末残高 6,279 4,098 24,440 △16 34,802 5,541 4,231 44,576

当期変動額

　剰余金の配当 △533 △533 △533

　利益処分による役員賞与 △60 △60 △60

　当期純利益 4,359 4,359 4,359

　自己株式の取得 △6 △6 △6

　株主資本以外の項目の
　当期変動額（純額）

130 637 768

当期変動額合計 — — 3,766 △6 3,760 130 637 4,528
当期末残高 6,279 4,098 28,207 △22 38,563 5,672 4,868 49,104

前期（2006年1月1日～2006年12月31日）
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単体財務諸表（要旨）

（単位：百万円）

 当中間期 前期
 （2007年6月30日現在） （2006年12月31日現在）

（資産の部）
固定資産 71,129 69,916
流動資産 20,295 18,234
資産合計 91,424 88,151

（負債の部）
固定負債 34,806 32,881
流動負債 20,694 21,004
負債合計 55,501 53,886

（純資産の部）
株主資本 29,995 28,620
評価・換算差額等 5,927 5,644
純資産合計 35,922 34,264
負債純資産合計 91,424 88,151

中間損益計算書

（単位：百万円）

 当中間期 前中間期
 （2007年  1月  1日～ （2006年  1月  1日～
 2007年  6月30日） 2006年  6月30日）

売上高 38,244 32,018

営業利益 2,466 4,321

経常利益 2,599 4,452

税引前中間純利益 2,659 4,467

中間純利益 1,680 2,926

中間貸借対照表

（単位：百万円）

株主資本 評価・換算
差額等 純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
前期末残高 6,279 4,098 18,264 △22 28,620 5,644 34,264
当中間期変動額
　剰余金の配当 △304 △304 △304
　中間純利益 1,680 1,680 1,680
　自己株式の取得 △0 △0 △0
　株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） 282 282
当中間期変動額合計 — — 1,376 △0 1,375 282 1,658
当中間期末残高 6,279 4,098 19,640 △23 29,995 5,927 35,922

中間株主資本等変動計算書

当中間期（2007年1月1日～2007年6月30日）

（単位：百万円）

株主資本 評価・換算
差額等 純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
前期末残高 6,279 4,098 16,082 △16 26,444 5,508 31,952
当期変動額
　剰余金の配当 △533 △533 △533
　利益処分による役員賞与 △38 △38 △38
　当期純利益 2,753 2,753 2,753
　自己株式の取得 △6 △6 △6
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 135 135
当期変動額合計 — — 2,182 △6 2,175 135 2,311
当期末残高 6,279 4,098 18,264 △22 28,620 5,644 34,264

前期（2006年1月1日～2006年12月31日）
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事業の種類別セグメント

各セグメントに属する主要な事業内容は、以下のとおりです。

ガス 都市ガスの製造・供給・販売、LNGの販売

LPG・その他エネルギー LPGの販売、オンサイト・エネルギーサービス

その他

ガス工事の施工、ガス機器の販売

不動産の賃貸、住宅設備機器の販売・施工

車両・事務機器等のリース

その他

7.9％

LPG・

その他エネルギー

12.4％

ガス

79.7％

セグメント別売上高構成比

注）売上高の構成比は、外部顧客に対する売上高に基づいております。

2003年中間 2004年中間 2002年中間 2005年中間 

2005年中間期 2006年中間期 2004年中間期 2007年中間期 

ガス販売量 

単位：百万m3） 家庭用　　工業用　　業務用　　卸供給 

0

100

200

300

400

500

（注）単位未満を切り捨てて表示しております。 

　　 ガス販売量は、標準熱量を１ｍ3当たり45MJ（メガジュール）換算で 

　　 表示しております。 

32
307

5958

365
41

61

3432

35

181
166

269

227

470

68

58

34

309
11

　お客さま数は、グループ全体で当中間期中に 970 戸増加し、

当中間期末には 341,878 戸となりました。

　ガス販売量は、前年同期比 105 百万 m3（28.7％）増加の

470 百万 m3 となりました。用途別では、家庭用は、気温が前

年同期に比べ高めに推移したことなどにより、前年同期比 4.3％

減の 58 百万 m3 となりました。工業用は、ボイラー燃料の都

市ガスへの転換による新規需要家の開拓や、既存大口需要家の

販売量増加などにより、前年同期比 35.7％増の 309 百万 m3

となりました。業務用は、気温が前年同期に比べ高めに推移し

た影響で空調需要が減少したことなどにより、前年同期比 3.6％

減の 34 百万 m3 となりました。卸供給は、卸供給先の需要増

加により、前年同期比 67.3％増の 68 百万 m3 となりました。

　ガス売上高は、ガス販売量の増加や原料費調整制度によ

る販売単価の上方調整などにより、前年同期比 22.4％増の

36,995 百万円となりました。一方、費用面では、グループ全

体で経費削減に努めましたが、原料価格の上昇により売上原価

が増加したことなどにより、営業利益は 24.2％減の 5,778

百万円となりました。

セグメント情報

　LPG 販売は、ガス販売量が増加したことなどにより、売上高

は前年同期比 3.1％増の 5,891 百万円、営業利益は 28.6％増

の 259 百万円となりました。

　その他の事業（設備工事、受注工事及びガス機器販売など）

は、ガス機器売上が減少しましたが、セグメント間（グループ内）

の設備工事売上が増加したことなどにより、売上高は前年同期

比 11.8％増の 8,399 百万円となりました。一方、設備工事に

係る売上原価や家庭用ガス機器販売に係る諸費用が増加したこ

とから営業利益は 83.1％減の 55 百万円となりました。

ガス

LPG・その他エネルギー

その他

（注）上記セグメント別の業績数値には、セグメント間の内部取引を含んでおります。



　静岡ガスでは、「食育」の一環として小学生を対象としたオリジナ

ルプログラム「食育キッズクッキング」を展開しています。ここでは

参加者の皆さまに調理体験と食に関するゲームを組み合わせ、五感

を使って栄養・食材・食べることの意義を学んでいただいています。

　子供たちが火も包丁も使いこなして調理をすることで、食への興

味を引き出し、健康で豊かな生活を送るとともに、家族のコミュニ

ケーションを深めることができます。

　レシピは、「食育」の一環として行われる「夏休み親子料理教室」で

実際に子供たちと作ったものです。ご家庭でもぜひ味わってみてく

ださい。

もち米は洗って5～6時間水につける。干し椎茸は水
でもどす。

干し椎茸は、石づきをとってみじん切りにする。長ね
ぎもみじん切り、生姜は皮をむいてすりおろす。

ボウルにひき肉と調味料を加え、粘りが出るまでよ
く混ぜる。さらに　 の干し椎茸・長ねぎ・生姜を加え
て混ぜ合わせる。18コの団子に丸める。

肉団子に　 のもち米をまぶして、蒸気のたった蒸し
器にならべ、強火で10分間蒸す。

サニーレタスとともに器に盛る。

1

2

3

4

5

1

2

豚ひき肉 ....................300g
干し椎茸 ......................4枚
長ねぎ..........................1本
生姜 .............................1片
もち米................1/2カップ

（飾り用）
サニーレタス .......... 2～3枚

もち米シュウマイ

しょうゆ ...............大さじ1
砂糖 ......................大さじ1
酒..........................大さじ1
ごま油...................大さじ1
塩............................... 少々
こしょう .................... 少々
片栗粉...................大さじ1

つくり方

材料6人分

静岡ガス料理教室では、さまざまな教室をご用意しています。料理のバリエーションを増やしたい方から、普段は

キッチンに立つことのない初心者の男性まで、「食」への多岐にわたるニーズにお応えしていきます。

16

～ガスの炎を通じて「食」への意識を高める～  食育キッズクッキングのご紹介
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◆ 株価及び出来高の推移

1 2 3 4
2005 2006 2007

5 6 7 8 9 10 11 12 1 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 62 3 4 5 6

1184
717

1296
1252
971

1059
568
603
807
893

2008
1340
1105
1164
3023
1601
1011
1313
1447
1849
3239
3437
2892
6706
3823
3391
4635
4859
4014
4241
4529
6924
3608
2945
2317
2651

出来高 安値 高値－安値 始値と終値の低い方 始値と終値の差 

600

400
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800

1,200

1,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000
出来高（千株） 

株価（円） 

1 2 3 4
2004 2005 2006

5 6 7 8 9 10 11 12 1 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 62 3 4 5 6

600600

400

200

800

1,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000
出来高（千株） 

株価（円） 

384
381
380
399
399
400
422
418
441
440
418
405
405
412
444
524
543
561
572
625
666
845
855
815
797
791
785
830
963
929
876
875
873
853
853
863

1
6

29
6
1

32
8

20
2
4

22
11
8

29
81
17
16
8

47
41

186
34
34
21
14
2

27
139

8
44
73
10
12
28
15
97

381
375
373
390
375
382
405
418
413
412
409
403
405
412
430
510
532
546
562
602
652
766
819
770
775
774
769
820
945
886
805
796
847
818
829
860

26
19
37
20
32
50
44
27
43
43
40
24
19
30
95
36
40
29
58
85

203
135
116
75
53
49
66

157
60

121
189
99
71
79
61

122

株式の状況

個人・その他 

15.5％ 

金融機関 
30.2％ 

その他国内法人 

35.3％ 

外国人 

18.3％ 

証券会社 
0.7％ 

（2007年6月30日現在）

◆ 所有者別株式分布状況◆ 会社が発行する株式の総数 240,000,000株

◆ 発行済株式の総数 76,192,950株

◆ 株主数  2,808名

◆ 大株主（上位10名）
 株主名 持株数（千株）  持株比率（%）

第一生命保険相互会社 4,687 6.15
三菱商事株式会社 3,203 4.20
東京電力株式会社 3,000 3.93
東京瓦斯株式会社 3,000 3.93

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 2,914 3.82
みずほ信託退職給付信託みずほコーポレート
銀行口再信託受託者資産管理サービス信託 2,820 3.70

株式会社静岡銀行 2,682 3.52
ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー 2,566 3.36
鈴与株式会社 2,543 3.33
鈴与商事株式会社 2,494 3.27
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◆ 会社名 静岡瓦斯株式会社

◆ 設　立 1910年（明治43年）4月16日

◆ 資本金 6,279百万円

◆ 従業員数 単体：668名　　連結：1,150名

会社概要
（2007年6月30日現在）

◆ 執行役員

 取締役社長 岩崎　清悟

 専務執行役員 森田　和人

 常務執行役員 佐塚　一仁 宮坂　広志
  杉山　寛 戸野谷　宏
  前野　克己 遠藤　正和

 執行役員 伊久美　豊 早川　清人
  上田　直弘

◆ 取締役および監査役

 代表取締役会長 大石　司朗

 代表取締役社長 岩崎　清悟

 取締役 森田　和人 佐塚　一仁
  宮坂　広志 杉山　寛
  戸野谷　宏 松浦　康男
  兼坂　光則

 常勤監査役 上野　健二郎

 監査役  加藤　明徳 野末　寿一 
稲葉　孝宏

◆ 事業所

 本　　社 静岡市駿河区八幡1-5-38

 静岡支社 静岡市駿河区八幡1-6-1

 富士支社 富士市荒田島町10-52

 東部支社 沼津市西条町17-6

申込方法：参加希望の方は、同封のアンケートはがき裏面の「参加希望」を選択し、表面に住所、氏名、電話番号を

ご記入の上、9月25日（火）までにご返送ください。別途、詳細についてご連絡させていただきます。

なお、応募者多数の場合は、先着順とさせていただきます。

静岡ガスの事業についてより理解を深めていただくため、
株主の皆さまを対象とした施設見学会を行います。

施設見学会のご案内

ショールーム見学および社長懇談会

ガス快適生活エリア ミスト体験ルーム

日　　程

見学施設

内　　容

募集人数

2007年10月16日（火）
13：00～16：30（予定）

エネリア静岡ショールーム（静岡市駿河区）

体験・体感型ショールームを見学いただい
た後、社長との懇談会を予定しています。

30名（先着順）



事業年度 1月1日から12月31日まで

定時株主総会 毎年3月に開催します

配当金受領株主 期末配当金　毎年12月31日
確定日 中間配当金　毎年6月30日

株主名簿管理人 中央三井信託銀行株式会社
 〒105-8574
 東京都港区芝三丁目33番1号

　事務取扱所 中央三井信託銀行株式会社　証券代行部
 〒168-0063
 東京都杉並区和泉二丁目8番4号

　取次所 中央三井信託銀行株式会社　全国各支店
 日本証券代行株式会社 本店および全国各支店

公告の方法 電子公告により公告します。　（http://www.shizuokagas.co.jp/)
 ※ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告をする

 　ことができない場合は、日本経済新聞に掲載します。

1単元の株式数 500株

証券コード 9543

〒422-8688　静岡市駿河区八幡一丁目5番38号
TEL　054-284-4141（代表）
http://www.shizuokagas.co.jp/

株主メモ

IR情報配信サービスのご案内

当社では、決算や販売量などのニュースリリースをE-メールに

より無料でご案内するIR情報配信サービスを行っています。

お申込は、当社ホームページ（下記参照）

にアクセスした後、画面左下の「IRメール

配信登録」をクリックして専用ページよ

りご登録ください。

●静岡ガスホームページ

　http://www.shizuokagas.co.jp/

株式に関するお問い合わせ

住所変更、単元未満株式の買取請求、名義書換などの株式に関

する手続きは中央三井信託銀行でお取り扱いしていますので、

下記までお問い合わせください。

中央三井信託銀行　お問い合わせ先

●各種手続き用紙のご請求

　フリーダイヤル　0120－87－2031［24時間受付：自動音声案内］

　URL　http://www.chuomitsui.co.jp/person/p_06.html/

●その他のお問い合わせ
　フリーダイヤル　0120－78－2031

お知らせ


